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cvpaper.challenge: 論⽂激増時代を駆け抜ける研究コミュニティ

• ⽇本のCV分野を強くするチャレンジ
◆ 論⽂読破・まとめ・発想・議論・実装・論⽂執筆に⾄るまで取り組む

Survey Member: 1,000+名
Research Member: 65+名
（産総研/筑波⼤/電⼤/早⼤/慶⼤/東⼯⼤/東⼤/広島⼤/奈良先端⼤/⼤阪⼤/九州⼤/中部⼤/横
国⼤/芝浦⼯⼤/会津⼤/YSFH/AI-SCHOLAR/ユースコミュニケーションズ）

年間3,000+本の論⽂まとめ

全てWeb上
にて無料公

開 年間数⼗本のTOP会議論⽂採択

含CVPR/I
CCV/ICR

A/IROS/W
ACV/BMV

C/ACCV/
ICPR

年間２回の網羅的サーベイ

CV分野の今を映し, トレンドを創る挑戦

cvpaper.challengeの研究プロジェクト例

⼈を⾒ない⼈物⾏動認識
ECCV16WS Award
ViEW16若⼿奨励賞

Dynamic Fashion Cultures
MIRU17学⽣奨励賞

実画像を⽤いない事前学習
ACCV20 Best Paper H. M.

3D-ResNets-PyTorch
CVPR18/GitHub世界2位

その他多数のProj.が推進中

HP: http://xpaperchallenge.org/
Twitter: @CVpaperChalleng

多読/精読
により知⾒

獲得
学⽣のトッ

プ会議投稿
&参加

網羅的動向
把握からテ

ーマ考案

http://xpaperchallenge.org/


cvpaper.challenge: 論⽂激増時代を駆け抜ける研究コミュニティ
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CV分野の今を映し，トレンドを創り出す
– 今を映す（サーベイ）

• メタ/網羅的サーベイ
• ⽇本語論⽂サマリを無料公開中

– トレンドを創り出す（研究）
• グループ体制による問題提起型研究
• トップ国際会議に継続して投稿

https://twitter.com/CVpaperChalleng

２種類のSlackを準備︓サーベイ/研究メンバーに分割

【⿊いSlack】
srvy-cvpaperchallenge
• 1,000+名（22/3/23現在）
• 基本的にどなたでも参加OK
• 含︓nl/robotpaper.challenge

【⽩いSlack】
aist-cvpaperchallenge
• 65+名（22/3/23現在）
• 有志（要相談）

サーベイメンバー⽤ 研究メンバー⽤

https://twitter.com/CVpaperChalleng


cvpaper.challenge: 最近のサーベイ活動
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• メタ/網羅的サーベイ，勉強会・学会
June, 2019@メルカリ

September, 2019@⽇⽴中央研



cvpaper.challenge: 最近の研究活動
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• Google Scholar TOP20に年間３０本投稿

ICCV!!

IROS!!

WACV!!

WACV!!

2021年の主な採択論⽂

CVPR x2!!

n FDDB (GL ⼭⽥亮佑/⽚岡裕雄)
n 数式ドリブン教師あり学習・公平性・AI倫理

n Foundation Models(GL ⽚岡裕雄)
n 基盤モデル

n Generations (GL 綱島秀樹/相澤宏旭)
n ⽣成モデル

n Interaction (GL 鈴⽊亮太)
n HCI，アノテーション，3D Vision

n VandL (GL Qiu Yue)
n Vision and Language

n VideoRecog. (GL 原健翔)
n 動画認識

n XCCV (GL 福原吉博/⽚岡裕雄)
n PRMU連携プロジェクト

2022年の７研究グループ（GL = Group Leader）

最近の業績は修⼠/博⼠課程学⽣の論⽂も多い



cvpaper.challenge の始まり
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2015/05は⽚岡 + 5名でスタート
– サーベイ: CVPRʼ15の約600本を4ヶ⽉で読破
– 研究: テーマは考えたが投稿ゼロ

May, 2015 Oct., 2021

当時のメンバー達（⽚岡, M2: 1名，B4: 4名）

なぜ，やろうと思ったか︖
• 世界に⼀⾜⾶びに追いつきたかった（前年に独国・TUM滞在）
• ⾝の回りにCVPR網羅勢がいた（この４⽉から産総研ポスドク開始）

2015〜2021
イロイロアッタ

（注）2019年撮影



プロジェクト前後の変化
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プロジェクト前
– 期間限定，終了後解散予定だった
– 最悪⾃分⼀⼈で600本読めば終わると考えていた

プロジェクト後
– 連携学⽣と共に知識が劇的に増加
– 拡がった視点から研究テーマ設定
– 論⽂調査〜研究の体制を⼀気通貫で整備開始

• これが原型となり今に⾄る



cvpaper.challenge その後
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年々改善を繰り返し，強化
– サーベイ: 約１ヶ⽉でCVPR 約1,000本網羅可能
– 研究: １年で３０本トップ国際会議に投稿可能

今後は毎年新規に分野のトレンドを創る体制を構築（する意気込み）

May, 2015

2015〜2019
イロイロアッタ

サーベイ: 850名超，研究: 65名超

Oct., 2021

（注）2019年撮影



cvpaper.challengeの基本⽅針

研究が「楽しさ」を⼤事に，
「集合知」を発揮しやすい環境にする
– サーベイ~テーマ設定~研究に対して考える
– 分割（個⼈作業）と統合（全体/グループ単位の

議論）の繰り返しにより効率化

速度感を持ちサーベイ/テーマ設定/研究を実施



• サーベイ(850+名)/研究（65+名）メンバー
– 全員がサーベイを⾏う，希望者のみ研究メンバー登録

– それぞれに対してSlackを導⼊

個⼈の⽬的/⽴場に合わせてチャンネルを指定

cvpaper.challengeの研究体制

サーベイメンバー（850+名）

研究メンバー（65+名）



• サーベイ（概要/詳細レベル）
– 概要︓網羅的サーベイ

– 詳細・背景知識︓メタサーベイ

広い分野の論⽂を読むことでテーマ設定の幅が広がる

cvpaper.challengeの研究体制

サーベイメンバー（850+名）

研究メンバー（65+名）

サーベイ



• 膨⼤なサーベイ
– 2018年からCVPR/ICCV/ECCVを網羅的サーベイ

• 概要レベルでは1,000本前後の論⽂サマリが共有されている

• 流し⾒・検索により研究を⾏うための引き出しとなる

• 学⽣/リサーチアシスタント/研究員の訓練

近年早すぎる流れをコミュニティでキャッチアップ

cvpaper.challengeの研究体制

サーベイメンバー（850+名）

研究メンバー（65+名）

サーベイ



• 論⽂サマリ（内外部向け）
– 内部向け︓想起，アイディア考案

– 外部向け︓知識共有，広報，（結果的に）⼈材獲得

論⽂サマリ公開により各⽅⾯にメリット

cvpaper.challengeの研究体制

サーベイメンバー（850+名）

研究メンバー（65+名）

サーベイ サマリ



• 論⽂サマリの例

cvpaper.challengeの研究体制

サーベイメンバー（850+名）

研究メンバー（65+名）

サーベイ サマリ

CVPR 2018 完全読破チャレンジ ECCV 2018 網羅的サーベイ



• アイディア考案（分割と統合）
– ブレストの並列化

• 12名集まったら4名3グループに分割

• 少⼈数分割により，全員が発⾔しやすくする

– 論⽂のみでなく，あらゆるトレンド，個⼈の知識や経験を活⽤

アイディアは「全員で」考える

cvpaper.challengeの研究体制

サーベイメンバー（850+名）

研究メンバー（65+名）

サーベイ サマリ アイディア



• アイディア考案（再起的な強化）
– 1スレッド1アイディア

– 既出のアイディアに引⽤や追記

• スレッド形式でアイディアに対する議論

– いつどこでもブレストとアイディア強化

アイディアは「常時」「全員」で考える

cvpaper.challengeの研究体制

サーベイメンバー（850+名）

研究メンバー（65+名）

サーベイ サマリ アイディア

アイディアを引⽤，追記

2018年は3ヶ⽉で「436」の

アイディアを蓄積



• 研究テーマ設定
– 研究グループ単位で議論してテーマ設定

– サーベイ/アイディア考案のみならず，予備実験も⾏いながら決定

• 実験からの洞察も重要視

あとは研究者のモチベーションも重要

cvpaper.challengeの研究体制

サーベイメンバー（850+名）

研究メンバー（65+名）

サーベイ サマリ アイディア
テーマ
設定



• 実装・実験
– 論⽂単位のプロジェクトは実働+アドバイザ

• 経験的に実働2名とアドバイザ2名くらいがバランスが良い

研究テーマに応じてプロジェクトを構築/編成

cvpaper.challengeの研究体制

サーベイメンバー（850+名）

研究メンバー（65+名）

サーベイ サマリ アイディア
テーマ
設定

実装
実験



• 論⽂執筆（全員で書く）
– 右図の通り

– （できれば）ひと⽉前には完成させ校正

（当然ですが）論⽂は共著者全員で作り上げる

サーベイメンバー（850+名）

研究メンバー（65+名）

cvpaper.challengeの研究体制

サーベイ サマリ アイディア
テーマ
設定

実装
実験 論⽂

https://twitter.com/HirokatuKataoka/status/1058135009763053568

https://twitter.com/HirokatuKataoka/status/1058135009763053568


• サーベイ〜論⽂執筆は相互作⽤する
– 前段を強化すると後段に活きる

– 後段を実⾏すると前段にフィードバックされる
サーベイメンバー（850+名）

研究メンバー（65+名）

cvpaper.challengeの研究体制

サーベイ サマリ アイディア
テーマ
設定

実装
実験 論⽂

Out
論⽂サマリ@SlideShare, GitHub
アイディア@SlideShare
実装@GitHub
論⽂@CVPR, ICRA

In
フィードバック
研究者（含: 学⽣）

• アウトプットによりコミュニティ強化



cvpaper.challengeの研究体制

– 知識︓論⽂・Web・講演資料・サーベイテンプレート等から把握
– テーマ︓メンバー間の議論により洗練
– 進捗︓打ち合わせにより把握
– コミュニケーション︓ITツールで補助（e.g. Slack, Twitter)

– 論⽂︓多重チェックが重要，即ち早め（テーマ⽴案・実験と同時）に書く

GL1

JL1

Mem1M

・
・

HQ

GLN

JLN

MemNM

・
・

GLは投稿計画⽴案・進
捗確認・打合せ調整

JLは実装・実験のリード

メンバー間の密なコ
ミュニケーションに
より進捗促進

HQは全体の進捗確認
やサポート，戦略考案，
環境作りなど

機関内外で連携（相補的チェック・議論・サーベイ共有・勉強会・ハッカソン等）

・
・

・

Advisesr

Mem11

Advisesr

Adviserがサポート

MemN1

研究メンバー（65+名）



cvpaper.challengeの⽬指す姿勢
⽬指すは分野のトレンドを創る「強いテーマ」
– 【問題設定: Issue】が先，次に【解の質: Novelty】⾼める
– 既存⼿法の改善ではない

網羅的サーベイとグループ研究で実現

Issue

N
ov
el
ty

平凡な研究 優れた問題提起
× ×

優れた解法
× ×

両者を保有

⽬指す領域



年間の取り組み︓CCC 2021

⾃前開催の学会
【外部向け︓CCC 2021】【内部向け︓学会シミュレーション】

– テーマ設定・論⽂執筆・査読・運営まで実施
– 1⽉: 開⽰
– 4⽉: 論⽂/メタサーベイ提出
– 5⽉: 査読
– 7⽉: 内部向け開催
– （8⽉︓外部向け開催）

内部向けは研究テーマを叩き上げる場に，
外部向けはインタラクションする場に



年間の取り組み︓網羅的サーベイ

論⽂サマリ作成をプロジェクト化
– 1ヶ⽉約100名1,000本読破
– 年間２回（CVPR/ICCV/ECCV）

フォームを埋めるとHTML化して直ちにHP公開



年間の取り組み︓メタサーベイ

https://twitter.com/cvpaperchalleng/status/1
106456389260439552

強い研究者がなぜ強いか︖
研究体制構築法も含めて議論

https://twitter.com/cvpaperchalleng/status/1106456389260439552


年間の取り組み︓年末研究会/ワークショップ

年間の活動を振り返る・外部と交流する
– 研究グループごとの成果を評価

この年末からは，Winter CCCとして外部向けにも公開予定︕
来年夏開催のCCCはSummer CCCとなる



コミュニティ内連携

サーベイ→研究
– サマリ全体を俯瞰してトレンド把握
– 何をすべきか，すべきでないかを確認

ICCV!!

IROS!!

WACV!!

WACV!!

2021年の主な採択論⽂



コミュニティ内連携

Hacks
– 研究グループ間の合同進捗報告・実装練習
– テンプレ記載とポスター形式の議論

• 準備コストを最⼩限に
• 打ち合わせ中コメントしない⼈を最⼩限に



コミュニティ間連携

PRMUメンターシッププログラム
– 研究グループの⼀つを連携⽤に構築
– 全研究テーマCVPRʼ22投稿が⽬標



コミュニティ間連携

AI-SCHOLAR
– サーベイ記事・インタビュー記事作成など広報
– イベントの宣伝なども担当

https://ai-scholar.tech/articles/interview/cvpaper.challenge0
https://www.youtube.com/watch?v=OSHCX1AHLT0

https://ai-scholar.tech/articles/interview/cvpaper.challenge0
https://www.youtube.com/watch?v=OSHCX1AHLT0


コミュニティ間連携

ユースコミュニケーションズ
– 事務局的働き
– 研究者のサポートを多⽅⾯から展開



コミュニティ間連携

ファイマテクノロジー
– 網羅的サーベイの論⽂翻訳サポート
– CVPR 2021は約300本超を⽇本語訳

• PDF→Wordファイル等の形式に変換
• 図表数式を綺麗に変換可

https://1paper.jp/https://www.feynma.com/

「医療や科学研究を⽀援しております、研究開発のサポートのご要望やアイデア、研究⽀援に関する共
同研究などありましたら、お声かけください。」

https://1paper.jp/
https://www.feynma.com/


コミュニティ間連携

共⽴出版
– 季刊誌の発⾏に向けて連携
– xpaper.challenge のサーベイ内容を記事化

• CV最前線シリーズ出版

https://www.kyoritsu-pub.co.jp/bookdetail/9784320125421

https://www.kyoritsu-pub.co.jp/bookdetail/9784320125421


コミュニティ間連携

情報科学の達⼈
– 受講終了後，研究メンバーとして研究継続
– 現在，⼤学１年⽣，⾼校３年⽣が研究実施

https://www.nii.ac.jp/tatsujin/

https://www.nii.ac.jp/tatsujin/


コミュニティ間連携

cvpaper.challenge アドベントカレンダー
– 現役・アルムナイが集結
– 論⽂を世に出すまでのストーリーを連載

https://adventar.org/calendars/6148

https://adventar.org/calendars/6148


⽇本のCV学術分野を強くする研究コミュニティ
機関横断・分野横断による研究連携
◆ 研究連携により研究実施，年間約30本の論⽂投稿
◆現在，⾃然⾔語処理やロボティクス分野の研究コミュニティ

の⽴ち上げにも貢献し幅広い知⾒の獲得に挑戦

robotpaper.challenge

× ×

NLP/Robotics 分野横断型の連携（2019〜）により研究を加速︕
さらに連携分野拡⼤中

CV分野の今を映し,トレンドを創る挑戦


